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•補正予算の見通し

•ＪＡＥＡからのＦＥＬ譲渡に関して

•一般公開・ＩＳＡＣ・ＳＲＩ・機構シンポジウム報告

•Feature Story(ＫＥＫの英語版ホームページ）に

ＥＲＬプロジェクトが紹介
（http://www.kek.jp/intrae/feature/2009/ERL.html）



補正予算執行に関して

• 今年度補正予算は現在執行を停止している
が、今後の見通しに関して正式な情報は、本
日午前中までの段階では管理局に入ってき
ていない。予想として今週末から来週早々に
正式な打診がある予定。あり次第に関係各
位に連絡する。



ＪＡＥＡからのＦＥＬ譲渡に関して

• 関係各位の努力により９月２４日から譲渡作
業に向けての現場作業が開始した。

• 次年度以降の予算が不確定であり、周回部
等の真空部品等々への利用可能性を追求す
る必要がある。

• 移動に関する作業の関係各位にはよろしくお
願いしたい。



一般公開報告

• ９月６日に国際交流センターロビーにて、梅森氏、
山本氏、本田（洋)氏、河田が担当。

• マシンの設計が進んでいるので、ポスターをUp 
dateして説明。

• 本田氏のＥＲＬ原理を示すアニメーションも好評。

• 用意したパンフレット(400枚)およびシール(400枚）
ともにすべて消費した。



ＩＳＡＣ報告
9月18日、19日に、ERLプロジェクトに関してその進捗状況を報告すると同時にアド

バイスを頂いた。

1)コンパクトERL、とりわけ電子銃開発に関する開発は十分であるか？

• コンパクトＥＲＬの設計およびプロトタイプに関して着実に進展しており、いくつかのクリティカル

な要素技術に関してよい結果が出ていることを評価する。

• 最も開発要素の高い電子銃開発に関して更なる開発が必要であるが、推進室はその開発の重

要性を認識している。PF-ARでの開発拠点の構築は良い進展である。

• 共振器型XFEL(XFEL-O)は5GeVERLにおいて重要な更なる可能性を与える。推進室はより

技術的な5GeVERLとXFEL-Oとの組み合わせに関して検討し、その結果を2月に予定している

ISACの加速器分科会で報告せよ。

• 補正予算によってプロジェクトは加速している。この一年は非常に重要な時期と認識している。

2)5GeVERLに関するサイエンスケースの方向性は妥当か？

• 戦略会議を含むサイエンスケース検討が開始したことを評価する。

• 国際的なERLサイエンス研究会をKEKで開催することは非常に重要な進展となろう。

• 構造物性センター、構造生物学センターを含む研究所としてのサイエンスの方向性とＥＲＬの新

しい放射光源を結びつけるべきであろう。

• サイエンスケースを含めた5GeVERLのCDRをISACは楽しみにしている。



SRI報告

• 9月27-10月2日にオーストラリアのメルボルンで開催。

• 河田が”Present status of Energy Recovery Linac 
Project as a future light source in KEK”をNext 
Generation Sourcesのセッションで口頭講演した。

• KEKのERL推進室の活動ではないが、SRI2009の光
学素子の分野でダイヤモンド応用のセッションが企画さ
れ、その中でAPSのYuri Shvyd’koが現存するダイヤ
モンド結晶の共振器型XFELのＸ線キャビティーとして
の性能評価を行い、ポジティブな評価結果を報告し、同
時にERLへの期待も言及されていた。



ＫＥＫシンポジウム報告

• 10月6日にＫＥＫシンポジウムでＥＲＬ計画の進

捗状況を説明。参加いただいた他の分野の方
々にも、ＥＲＬ計画の位置付けと状況を理解いた
だけた。（？）



Feature Story(ＫＥＫの英語版ホームページ）に
ＥＲＬプロジェクトが紹介

• （http://www.kek.jp/intrae/feature/2009/ERL.html）


